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続税のおねがい

襲?の理葬祭がi苛t脅Ir.おとなわれるには、やはり

みな古んのζ‘協力がなくてはできません。

筒税iまるゐち才~tこ草草接選f'l lr.おさめるようおお

がいします。

ダ
イ
ヤ
ル
で
金
問
へ
直
通

今
月
か
ら
龍
話
機
の
取
付
け

い

r
A
v
i
-
-

明
年
一
月
二
十

z
n
ハ
火
総
務
)
午
後
三
時
号
制
期
し
て
紛
お
品
崎
町
出
の
穏
話
:
・
0

n
H
A
V
e
-
-
:
が
自
動
緩
滋
〈
ダ
イ
ヤ
ル
さ
に
改
式
さ
れ
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
↑
h
a
i
-
-〈〉

つd
A

V

:

:

路
線
十
吋
丹
市
W
布
佐
地
反
(
自
問
品
開
隣
同
)
、

A

命
館
一
践
の
致
孫
子
地
区
げ
い
繊
細
い

ao---O

後

?

で

、

工

事

長

主

て

い

た

綴

遣

す

五

五

か

ら

の

塁

機

喜

子

1
0

:一

0
・・
j
樹
併
を
鶴
間
し
阿
国
道
を
終
っ
て
い
ま
す
。

:
i
o

J

悶
月
一
一
十
三
日
(
火
閥
端
門
日
)
午
後
綴
の
で
き
る
地
縁
と
な
り
ま
す
ハ
務
務
用
六
百
円
、
後
浴
削
府
関

H
H
a一
一
一
路
ー
の
改
筑
を
際
掛
慨
に
次
機
奇
切
な
お
、
開
閉
和
問
問
十
…
年
八
月
}
良
一
一
十
月
〉

2
J

遂
め
て
お
り
ま
す
。
円
以
簿
作
仏
出
申
し
込
ま
れ
大
中
々
の
架
品
内
線
嗣
階
級
〈
泌
総
}

い
'
U

時
帆
品
約
同
体
、
総
数
榊
融
緩
一
一
一
白
五
殺
に
つ
い
℃
は
、
問
お
間
四
十
一
ニ
〈
磯
獄
初
期
周
波
夜
十
m
問
、
住
宅
間
関

川
l

川
十
日
然
、
新
規
加
入
問
問
返
伶
号
俸
制
問
料
均
以
降
に
な
り
ま
す
益
刊
一
一
覧
六
十
符
)

ド
よ
同
問
憾
に
岡
田
議
す
る
予
鐙
で
す
。
噂
話
器
背
号
度
数
料
中
市
内
滋
綴
と
ダ
イ

ー
よ
と
の
改
』
向
島
島
崎
削
げ
い
欄
制
緩
服
地
綴
我
孫
子
崎
地
ぽ
悼
の
紋
メ
の
と
き
ヤ
ル
注
調
掛
添
削
升
滋
綴
を
お
か
げ

手

号

お

持

管

妥

に

は

十

月

上

勾

言

語

与

し

ま

し

た

が

、

去

っ

た

号

入

z
生
か
ら
、
新
緩
和
船
入
者
〈
昭
和
開
問
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
念
・
9
ま
す
と
、
品
開
M

丹
描
糊
師
同
制
判
ダ
イ
ヤ
ル
古
開
会
j
雄
総

明

十

一

究

員

ま

で

に

申

し

滋

喜

専

は

金

書

ケ

夕

暮

童

話

真

喜

を

お

か

げ

選

ん
だ
万
)
に
は
十
向
月
下
紛
か
ら
品
市
に
な
り
ま
す
。
に
な
っ
た
と
き
の
制
料
金
宗
一
中

十
二
月
ま
で
に
、
ダ
イ
ヤ
ル
筑
怒
し
い
窓
総
数
僚
は
、
羽
喝
な

室
部
数
験
者
取
付
け
ま
す
の
で
霊
を
お
き
の
万
三
ハ
ガ

i
z民
nMr・3
L
歪
リ
H
H
4
h

£争
3
b弘

nJ

襲

警

取

付

け

誇

2
2
3
3し

ま
し
た
が
、

g
fま
李
BJタ
十
4
5一

て
れ
れ
れ
れ
計
十
三
脱
出
N
1
4
1

説
明
会
を
行
な
い
ま
す

り
、
我
孫
子
前
閥
会
総
が
ダ
イ
ヤ
電
路
料
金

ん
式
に
な
り
相
町
内
ど
ζ

か
ら
で
ダ
イ
ヤ
ル
メ
げ
い
な
hJ
ま
す
と
別
別
機
被
特
別
交
付
金
の
支
給

も
会
附
酬
の
十
本
商
世
相
都
市
ヘ
ダ
イ
ヤ
附
税
関
出
俊
数
に
応
じ
て
料
金
奇
い
に
つ
い
て
の
法
律
が
八
月
…
日

少
だ
く
度
数
料
金
総
に
な
れ
リ
ま

ル

夜

明

趨

と

な

る

わ

け

明

、

亨

。

?

。

の

八

ム

布

に

よ

h
L服
部
ね
さ
れ
が
読
し

応
援
し
く
八
十
八
悶
測
が
綴
入
き
ダ
イ
b
r
ル
後
滋
の
中
市
外
遠
議
が
開
会
者
行
な
い
ま
す
の
で
該
当

れ
て
、
八
十
一
一
筋
と
局
擦
に
八
会
ま
れ
ま
す
a

容
れ
る
と
慾
わ
れ
る
万
は
、
山
間

十
八
絡
も
捻
孫
子
局
の
市
内
滋
総
本
料
金
:
:
:
単
独
欄
問
料
縄
線
く
げ
い
き
る
よ
う
お
鋭
い
し
ま

「
交
通
地
獄
〕
と
よ
ば
れ
る
務
懇
つ
の
生
き
品
切
に
な
づ
て
い
る
の
発
々
は
、

自
動
車
の
感
構

Z
っ

て

し

ま

っ

た

。

ぢ

て

、

人

総

と

し

て

、

富

が

人

な
ぜ
「
戦
争
ん
と
か
「
地
獄
」
交
滋
酬
明
放
は
、
人
同
開
の
心
↓
殺
し
を
す
る
の
を
だ
ま
っ
て
み

州
問
中
増
間
紀
子
と
よ
ば
れ
る
ま
で
人
は
、
ゃ
め
っ
で
き
ま
っ
て
し
ま
う
。
ど
ん
の
が
す
の
か
。
我
々
一
人
一
人

つ
人
間
」
そ
れ
は
な
と
と
に
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
村
い
ろ
う
必
炎
遂
安
全
の
殺
然
者
作
ろ
う
が
伶
開
闘
を
数
お
う
。

然
盟
主
な
動
物
で
は
な
い
か
。
か
。
警
護
運
護
審
議
謬
蓬
建
議
選
浸
透
議
ぎ
叩
海
難
輔
そ
し
て
、
向
階
級
絡
が
閥
致
事

人

言

、

ょ

議

長

る

物

皇

雪

機

饗

議

灘

離

能

現

較

紙

三

一

棄

の

言

ら

し

い

力

を

だ

せ

よ

与

た

く

さ

ん

還

す

る

雪

壊

さ

と

と

九

γ

蘇
藤
敏
欝
轟
醐
際
寵
乙
一
…
る
よ
う
に
し
よ
う
a

し
て
幾
重
を
つ
く
り
あ

5

;い
設

で

も

欝

覇

調

閣

議

鰻

関

羅

輪

車

言

、

童

話

会

.
し
か
し
、
妻
は
ど
う
だ
ろ
知
っ
て
い
る
。
露
鱒
機
臨
鞠
麟
留
郵
甑
輪
鰭
麟
艦
購
漕
咽
翻
雌
げ
っ
た
物
で
言
。
い
ま
数
々

う
か
、
十
い
し
か
げ
仏
政
叫
関
取
は
、
し
か
し
、
院
制
緩
叩
γ
輔
館
翻
観
樹
欝
臨
調
翻
刻
鍛
瀦
瀦
瀦
潮
汐
留
は
、
そ
れ
を
い
総
れ
て
い
る
。

よ
り
淡

4
2
k
よ

り

に

く

を

も

ゆ

で

い

る

〆

;

灘

襲

灘

議

護

者

一

も

う

一

雲

閣

が

釘

効

率

を

考

き
ん
の
w
m
，
泌
を
し
て
く
れ
る
。
と
と
を
知
っ
て
際
絞
線
機
際
機
際
機
機
餓
際
機
際
際
紛
設
が
前
川
仁
?
?
ル
醐
え
た
と
き
の
一
事
を
患
い
出
制
そ
う

と
と
ろ
が
人
総
は
、
そ
れ
を
よ
い
る
ザ
い
ろ
う
か
お
そ
ら
く
綴
も
が
、
人
間
関
の
心
が
お
そ
ま
つ
で
そ
し
て
人
間
同
と
し
て
の
滋
被
拐
を

れ
と
と
に
、
よ
り
晴
雄
く
幾
ら
せ
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。
は
し
か
た
拾
い
明
、
は
な
い
か
。
考
え
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
ζ

す
ぎ
ど
ち
、
よ
り
多
く
端
組
送
し
良
時
腕
樹
中
市
W

陥
闘
機
、
す
な
わ
ち
入
閣
の
心
争
あ
ら
た
め
な
い
と
に
よ
っ
て
、
感
滋
率
〈
人
間
巴

た
り
し
て
樹
時
泌
を
越
え
て
し
ま
人
隠
の
心
で
あ
る
。
人
が
潟
齢
期
か
E
り
を
閥
均
亡
者
9
の
日
を
テ
に
よ
る
人
殺
し
は
な
く
な
る
と

つ
に

Q

樹
明
者
泌
総
す
る
時
か
ら
、
も
う
レ
ピ
、
ラ
リ
V

才
、
新
聞
聞
が
鎖
措
期
間
執
は
、
か
た
く
信
じ
て
い
る
。

そ
し
て
「
交
遜
戦
争
い
と
か
、
夜
勤
↑
車
は
擬
後
で
は
な
く
、
す
る
だ
ろ
う
。

す。日
H

時吋

十
一
持
二
十
六
日
μ
午
前

十
時
か
ら

9

帽
場
拡
刑
務
係
予
即
時
中
炎
公
民

総

出
同
時
廿
帯
常
輔
柄
引
出
布
、
銅
山
入
方

法
な
ど

と
の
法
律
は
、
別
別
機
殺
が
金

属
情
の
甘
期
総
脅
肱
人
っ
た
と
い
う
と

と
で
、
終
戦
に
伴
い
、
住
み
な

れ
た
役
会
で
居
住
す
る
と
と
が

許
さ
れ
い
な
く
な
っ
た
と
と
に
よ

り
¥
法
措
臓
の
燃
物
と
し
て
の
隊

出
胞
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ら
の
柏
閣
の

ょ
に
成
だ
っ
人
間
関
係
、
体
{
持
伯

制
相
談
必
ど
、
復
活
を
時
執
行
う
え

で
援
も
基
本
と
な
る
、
一
特
別
な

意
味
と
総
帥
隅
脅
も
っ
と
叫
伺
践
を

突
っ
た
と
と
に
対
し
、
乙
れ
に

側
怖
い
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
む

炎
付
金
の
支
給
対
象
庁
仏
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
ナ
。

在
外
開
蹄
持
拡
年
鮎
酬
は
、
剖
円
強
に

お
い
て
緩
い
擦
に
つ
ち
か
わ
れ

た
人
関
関
係
、
生
活
科
接
、
役

血
液
の
安
ら
ぎ
な
ど
春
海
織
し
む

い
ず
れ
も
い
年
以
上
と
し
C
い

一
山
師

A

A
J

師
¥

ま
す
。

-M内
輪
却
に
終
帥
明
日
ま
で
生
活
必

家
総
長
考
し
て
い
た
も
の
で
、

終
戦
に
よ
・
号
外
綴
mw
命
令
、
取
引

活
の
手
段
者
な
く
す
な
ど
や
む

を
得
訟
い
酬
明
織
に
よ
り
出
引
き
揚

げ
た
も
の

2
M汁
敢
に
開
閉
和
二
十
年
八
月
九

日
ま
で
生
箔
し
て
い
た
殺
で
、

ゾ
趨
mw
参
滋
に
よ
り
終
戦
終
総

代
引
き
務
げ
た
も
の
。

3
M外
織
に
本
一
箔
本
拠
を
休
刊
っ
て

い
た
者
で
、
ム
率
制
押
に
織
犯
・
郎
、

終
戦
に
よ
り
外
柏
崎
へ
も
ど
れ
な

く
な
っ
た
翁

4
門
口
十
吊
の
統
治
下
に
あ
っ
た
南

洋
綴
幾
何
い
問
問
和
十
八
年
十
M

月…

口M
ま
で
住
ん
で
い
た
も
の
で
、

閣
の
困
対
談
に
よ
h
引
き
欄
間
げ
に

者。5
W贈
分
間
関
市
山
捕
税
制
峨
を
な
し
て
い

た
地
域
に
、
開
閉
山
相
十
六
符
“
…
M

月

八
8
〈
間
開
戦
臼
)
培
〈
は
、
政
令

で
双
山
り
る
地
機
C
と
に
政
令
で

笈
め
る
お
以
後
、
終
戦
門
口
約
に

別
別
暴
後
ひ
た
者
。

s
m
wに
よ
ち
引
き
倒
閣
げ
る
ζ
と

に
な
っ
た
持
続
、
引
き
総
量
M

内総

に
い
る
閥
附
げ
い
死
亡
し
に
者
$

?出
W
A
W
K
よ
ち
計
引
き
揚
げ
る
ζ

と
に
は
っ
た
後
、
叫
府
税
門
口
仙
附
け
い

却
汁
柏
崎
で
死
亡
し
た
務
。

S
③
に
よ
り
引
き
機
げ
る
こ
と

「
ず
ヤ
ひ
げ
る
、
す
「
か
か
掛
明
知
則
郊
で
は
、
宮
本
は
二
五
一
本

る
櫛
階
級
い
を
同
さ
す
臼
木
の
鐙
・
川
島
、
株
脱
出
以
め
ざ
ま
し
く
総
燃

料
帥
対
事
業
六
ヶ
年
計
同
開
が
絡
ま
り
中
の
ギ
ヮ

u
b
に
つ
い
で
ζ
れ

総
務
間
間
十
七
年
院
時
以
後
綴
は
ご
も
第
二
位
。

一
一
戸
げ
と
問
機
、
公
然
醐
階
部
鵠
は
い
た
そ
れ
で
色
、
人
口
一

0
0入

る
と
と
ろ
の
総
績
に
、
金
田
闘
の
漁
ち
と
な
る
と
日
本
は
や
っ
と

火
側
部
品
は
が
慰
待
通
話
に
な
き
ま
十
一
倒
で
ア
メ
リ
カ
な
ど
は
間
関

ず

。

十

八

阿

畑

、

ィ

ギ

リ

只

や

オ

ラ

ン

と
ζ

ろ
明
、
、
棋
倒
綴
ば
と
い
え
ダ
で
十
九
同
問
、
俳
拠
採
の
中
で
は

ば
、
世
界
中
で
や
っ
ぱ
り
十
七
十
七
絞
と
い
う
の
が
、
百
本
の

袋
、
ユ
ポ
i
ツ
繍
階
級
の
世
間
で
す
。

:
!
?
品
な
ど
で
は
簿
外
「
開
時
蕗
で
失
礼
で
す
け
と
と

恥

.1
賞
作
仏
も
は
い
り
い
う
人
が
ま
ど
あ
り
ま

τ災

幸

お

ヮ
t

ま
せ
ん
。
そ
れ
礼
ど
と
ろ
か
蹴
吋
附
附
m
w
材搬出制で、

a
E
i
で
も
間
関
空
十
忙
し
い
人
々
に
は
大
歓
送
さ
れ

り
て
七
年
用
品
信
電
総
て
い
ま
す
か
ち
、
も
っ
と
も
っ

g
r

公
社
が
で
き
に
と
電
訟
を
再
開
開
局
し
て
ほ
し
い
も

本
a

j
，

と

き

κ比
べ
る
の
で
す
。

十

世

と

蓄

の

大

成

一

人

数

た

ち

の

喜

数

で

B

E

援
で
す
。
家
紋
八
務
閥
、
ト
ッ
プ
は
カ
ナ

そ
と
で
「
能
界
ダ
明
、
、
)
い
ヰ
K
六
一
一
一
五
二
ハ
閉

め
市
中
の
日
本
の
隠
務
い
を
な
が
日
本
人
は
一
ニ
一
関
附
悶
明
、
、
ま
だ

め
で
み
ま
し
ょ
う
。
〈
閥
隅
和
利
間
同
銭
円
口
一
一
緩
ま
で
も
い
っ
て
お
む

十
三
材
中
…
凶
三
門
口
調
例
議
)
ま
せ
ん
，

ま
ず
附
閣
制
加
の
霞
話
機
陥
組
制
慨
明
、
円
附
陥
州
問
鵠
鞘
当
た
り
の
利
則
間
数

は
、
日
本
山
砧
ア
メ
ザ
カ
江
つ
い
で
鳳
取
材
悶
は
プ
ラ
ロ
ル
の
五
、
ぃ
引

で
役
界
第
二
訪
問
け
い
あ
り
ま
す
。
五
八
回
、
お
本
で
は
そ
の
平
分

し
か
し
、
八
位
制
端
ず
と
い
う
段
遂
の
一
一
、
匂
況
八
開
閥
、
湾
籍
織
の

い

で

す

@

融

開

後

明

、

は

日

本

は

鯵

三

位

と

い

つ
ぎ
K
十
年
間
関
の
穏
縮
問
時
間
の
う
と
ζ

ろ
で
す
。

初
一
一
関
ー
↓
J
ゆ

M

M

M

M

M

M

M

M

ω

…

位

一

…

綴

一

問

問

泌

総

削

問

山

湖

m
m
一

滴
一
伊
川
|
川
口
パ
ソ
い
い
い
十
J
I
l
l

一

一

州

…

各

一

カ

本

ス

ッ

齢

ダ

ス

7

仰

げ

問問一

ι

ヲ

リ

イ

G

Y

宇
一
ー
ラ
一

議

一

ト

ナ

〆

ト

¢

一

メ

ギ

ド

エ

ヲ

タ

w

ス

鰍

一

間

同

一

ア

門

口

イ

西

花

カ

ツ

イ

刈

ト

縦
一
同
州
一

1

2

;

1

5

S

7

8

9

M

M

に
な
っ
た
後
引
き
綴
並
外
柏
崎
氏

い
て
、
線
機
門
口
総

κ死
亡
し
た

夜
、
及
び
刊
日
本
と
逮
合
国
政
府

の
お
鋭
校
額
五
交
換
に
関
す
る

錦
繍
定
に
よ
り
引
き
鎗
げ
る
泳
中

で
死
亡
し
た
索
。

事
側
階
級
十
関
係
す
一
一
対
一
一
十
ニ

協
の
繍
脱
線
開
開
絡
凶
同
に
隠
す
る
方

策
に
議
づ
く
同
開
拓
民
及
び
滋
僚

に
関
す
る
緊
巡
し
た
験
制
服
げ
内
務

づ
く
波
腐
の
命
令
父
は
褒
識
に

よ
り
、
外
織
に
帥
斡
腕
明
日
ま
で
、

い
た
者
で
み
る
と
総
淫
大
凶
が

緩
め
た
者
は
、

-

M

ヰ
中
京
総
で
も

}
年
以
上
と
開
臨
め
る
珍

旬
以
ふ
の
廿
陥
没
殺
で
、
側
期
和
問

535 

十
二
年
八
日
付
…
口
口
に
お
い
て
お

本
間
同
時
摘
を
殺
す
る
殺
に
支
給
す

る。
。
割
引
制
調
者
、
。
訂
引
同
館
前
畑
刊
℃

事
官

mw
遺
族
、
。
附
階
和
利
関
十
一
…

年
七
一
一
月
一
一
一
十
日
開
制
緩
に
死
亡

し
た
別
出
綴
泌
の
者
淡

村
山
期
前
棋
の
綴
削
閥
は
、
目
出
加
桝
品
昔
、

子
、
父
母
、
孫
(
二
毅
懇
州
制
的
問
〉

と
さ
れ
、
開
制
的
拡
も
M附
じ
と
さ
れ

ま
す
。な

お
、
文
総
さ
れ
る
金
額
は

終
制
執
の
脇
町
の
年
令
に
よ
っ
て
、

一
一
万
汚
か
ら
十
六
万
符
ま
明
、
災

給
さ
れ
ま
す
。
滅
後
に
つ
い
て

は
七
側
闘
が
文
総
き
れ
ま
す
。
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町設
運動会

秋

の

日
を

楽
し
く
過
し
ま
し
ょ
う

ζ
し
い
し
も
例
年
ど
れ
い
り
W
M時

期
端
的
会
を
次
の
と
お
り
実
蜘
糊
す

る
と
と
に
な
ら
ま
し
に
。
こ
と

し
で
七
附
け
に
h

は
り
ま
す
が
、

ζ
m
w
泌
励
会
波
、
伐
採
i
附
依

田
内
の
川
関
山
棋
を
酬
明
滋
し
、
仲
刊
以
州
知
別

背
鳥
山
製
品
開
を
は
か
ち
、
あ
す
え

の
級
品
開
を
義
れ
う
と
す
る
も

ω

で
す
。
陥
商
事
ん
が
お
川
崎
絞
に
が

泌
明
、
さ
ω
ょ
う
沿
線
日
刊
は
か
ら

で
す
の
で
、
お
隣
-QJ
、

cu必
um

の
か
た
が
に
ゆ
却
ぬ
れ
き
そ
い
の
う

え
努
初
出
山
巾
込
み
を
し
て
く

rさ

い
。
慢
さ
ん
の
お
出
叩
込
み
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
@
そ
う
し

て
、
滋
け
い
は
一
れ
を
有
務
総
に

副
揮
し
く
滋
し
あ
い
に
い
と
感
い

ま
す
e

wv
民
同
時
十
川
月
十
三
日
〈
け
れ
〉

八
時
吋
出
回
十
分
間
開
会
。
‘
潟
市
〈
の

と
き
は
、
本
年
山
凡
は
栴
棋
ち
止

め
ま
す
。

マ
級
協
間
持
病
務
子
措
問
時
間
小
川
子
払
拭

W
V
6競
演
裕
治
蜘
附
応
用
例
仲
代
し

て
い
る
人
〈
れ
幼
路
、
小
巾

学
生
脅
賊
押
く
)
お
よ
び
潟
町

の
市
議
所
に
州
制
緩
し
て
い
る

入
。
た
だ
し
、
記
録
絞
殺
間
世

間
に
つ
い
て
は
、
市
中
学
住
も

診
畑
山
で
き
ま
す
。

V
品
世
加
副
都
帥
慌
攻
樺
持
続
、
耐
火
州
制

関
体
(
町
内
会
、
向
問
治
会
、

採
務
会
な
ど
)
お
よ
び
れ
グ

ぴS器戦広

?iiソ
。
仰
の
M
小
ル
似
と
し
ま
す

V
入
賞

l
i
υ
へ
と
と
げ
い
一
以
州
出

ま
℃
密
入
什
以
?
し
し
ま
す
。

智

v綴
帥
賦
桝
蹴
附
判
的
で
ち
る
以
後

と
し
ま
す
。
…
般
鮫
技
お
よ

び
は
同
体
抽
出
後
は
、
ス
パ
イ
ク

の
使
山
川
を
齢
制
じ
ま
す
が
、
州
出

録
制
闘
訓
訟
は
で
き
る
だ
け
ス
パ

イ
ク
を
ト
関
川
川
し
て
く
だ
さ
い

V
出
申
込
穏
健
数
一
般
滋
授
は

一
人
日
…
潔
H
H
去
で
、
間
w体
銭

技
は
日
間
体
内
M

と
に

7
T
I
ム

と
し
ま
す
が
、
際
紛
競
技
は

制
料
開
閉
し
ま
せ
ん
。

帯v出
申
込
み
十
H
月
三
十
日
け
完
V

去
で
に
、
役
川
崎
弘
札
会
総
窓
口

ま
た
は
湖
北
支
所
、
務
総
支

奴
へ
、
申
込
殺
に
m
m援
の
柑
朝

双
骨
川
山
入
の
う
え
市
硝
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
市
リ
絡
み
の
澱
は

な
る
べ
く
引
糸
川
問
、
柳
常
的
問
同
同

体
、
れ
グ
ル
ー
プ
と
と
w
h
奴

ち
ま
と
め
て
山
叩
込
ん
で
く
だ

【

、

a

J
Z
L
 

V
そ
の
抽
出
山
即
込
識
は
、
役
組
制

社
会
総
窓
打
、
制
州
必
災
詩
的
も

布
佐
中
X
.
仙
川
に
川
川
窓
し
で
あ
り

ま
す
が
、
割
引
瑚
脱
出
問
、
実
践
園
出

体
滋
げ
い
も
お
稼
ち
し
て
と
ぜ
り

い
ま
す
。

十

一

月

五

日

は

参
議
員
議
員
捕
欠
選
挙

特
性
出
締
法
子
策
削
除
却
盟
州
削
減
H
H
で
又
は
ポ
欲
的
た
め
必
然
市
町
村

あ
つ
に
小
沢
久
太
郎
民
心
%
と
へ
旅
行
の
で
あ
る
と
か
滞
犯
し

に
作
い
、
総
欠
議
伐
を
滋
ぷ
選
て
い
る
か
、
叉
は
総
務
タ
業
務

祭
が
十
一
足
派
け
年
前
問
じ
時
か
に
従
市
小
で
み
る
紛
か
な
ど
が

事
午
徒
六
絡
ま
で
行
な
わ
れ
主
あ
ち
ま
す
。
父
、
決
H
A
や品同府間

す

。

で

品

伊

叫

日

日

炉

端

到

し

く

泌

総

々

品

官

庁

内

選
第

ω仏A.w
小
は
、
十
月
十
ご
つ
い
て
は
、
一
小
従
者
技
師
械
棉
抑
制
川

口
付
ぷ
行
な
わ
れ
ま
し
に
け
か
、
不
殺
の
絞
る
山
内
絞
氏
あ
っ
て
は
出
納

容
右
投
山
門
山
山
川
公
一
ホ
の
れ
か
ち
巡
院
で
、
そ
の
後
の
場
合
時
同
市
町

教
の
糊
掛
け
H

の
前
例
け
刊
誌
で
行
な
わ
材
刊
の
選
挙
齢
制
訓
川
ぷ
R
H
H
A
A
で
鍛
も

れ
て
お
h
ソ
伏
見
す
。
っ
て
訓
創
刊
叫
が
で
き
法
す
。

ζ

の
一
小
夜
帯
引
枚
以
の
で
き
る
ま
た
滋
祉
引
の
鳴
一
日
応
援
の
予

方
は
、
や
む
を
創
刊
な
い

mt初
、
申
院
内
叫
に
あ
た
る
な
ど
の
方
は
、

i
i
i
i
i
J
回
目
際
又
は
尚
樹
務
郊
の
絞
関
畿
を

峰
村
っ
て
選
挙
終
捌
開
設
用
民
会
へ
お

き

し

被

一

}

た
い
制
悦
仇
智
也
山
闘
か
げ
く
だ
さ
い

し

ど

紫

号

し

か

し

、

い

ず

れ

の

受

認

批
判
定
母
宅

時
現
と
れ
計
'
お
い
て
も
、
去
に
巡
挙
権
を
官
官

て
と
が
め

e

し
て
い
る
万
全
潟
に
時
間
山
叫
し
ま

め

っ

市

中

す

:

総
よ
れ
軌
で
れ
ず
が
、
良
心
引
が
加
盟
殺
人
名
簿
に

収
ち
消
刊
崎
潤
必
登
録
さ
れ
て
い
た
け
れ
ば
投
票

制
剣
山
m
J
引
い
で
き
ま
せ
ん
。

の
日
付
行
け
か
し
汽
刊
の
批
訳
出
入
品
桝
券
は
、
諸
国

府
間
歩
渉
ず
己

本
も
げ
い
で
引
き
ん
の
下
も
と
ヘ
ス
十
円
は
ま
で

令
市
叩
お
う
ょ
に
録
く
よ
う
に
織
法
い
た
し
ま

守
れ
い
臨
す
。
…
…
十
日
に
れ
っ
て
も
入

法
け
で
い
ぺ
務
券
が
懸
か
な
い
と
い
う
点
は
か

き
正
式

1
民
あ
ち
ま
し
た
ら
掛
邸
機
終
泌
長
田
岡

会
へ
側
同
い
人
口
せ
〈
げ
い
さ
い
。
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}
戯
胤
蛸
刷
、
拍
拭

柚
担
叫
山
口
の
前
H
H
や
内
日
に
な

っ
て
か
ら
問
い
合
せ
に
た
ち
ま

す
と
、
市
下
w
m
が
は
ん
ぎ
っ
し
て

い
ま
ず
の
で
、
内
終
に
ゆ
き
と

ど
か
な
い
ぶ
も
斗

γる
ζ
と
が

あ
ち
ま
す
。

な
お
、
九
日
月
二
日
以
降
江
成

人
犯
な
ら
れ
い
に
万
は
、
引
柚
似
の

踊
瑠
地
中
人
名
簿
w
仙
波
脳
陣
き
れ
て
い

ま
せ
ん
。

成
人
に
牝
ら
れ
に
万
は
、
そ

の
務
山
川
山
叩
読
し
“
に
く
だ
さ
い
。

精
簿
者
巡
回
相

談
の
お
知
ら
せ

組
制
抑
鮒
抑
制
抑
名
川
出
中
一
郎
内
線
に
つ

い
て
の
滋
間
約
淡
を
行
な
い
ま

す
の
で
と
利
滋
く
に
お
い
。

相
制
緩
れ
に
は
、
附
問
師
陣
ハ
ポ
1
m地

ム
ズ
〉
、
咽
用
回
伊
後
間
側
、
制
刑
務
時
間
知
相

談
所
、
際
問
同
年
金
制
時
、
附
附
帥
輸
出
品

線
、
京
将
来
げ
な
ど
の
係
け
H
か

粉
柑
棋
は
の
ち
ま
す
。

E
H
止
吋
十
一
月
八
日
午
後
九
終

一
応
十
分
か
ち
十
日
目
線
ま
で
、

場
所
数
移
す
前
向
役
場

線
級
事
項

aL錨
拙
蹴
入
一
決
希
裁
期
制

品W
酷
職
相
祖
父
は
帥
臨
時
制
希
努
近

ぬ
総
務
者
の
国
民
生
国
税
絡
に
期
間
す

る
制
制
緩j

j
;
 

品
問
分
訂
正
広
船
耕
一
一
百
三
十

二
号
円
十
科
月
刊
門
口
〉
の
「
父
必

然
い
の
潟
市
柄
、
、
叫
前
蛸
附
鉱
山
の
日

時吋
M
r
十
…
u
月
九
れ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
十
一
湾
十
九
H
H
m
w

割
前
り
明
、
す
の
で
引
削
減
し
定
す
。

秋
m
m
M
λ

滋
出
品
会

沼
紛
の
一
環
と
し

て
交
遜
線
刻
印
私
削
闘

す
る
ツ
イ
メ
脅
応

募
し
去
す
。

応
募
方
法
、
管
制
概

ハ
ガ
与
に
俊
一
問
、

淡
菜
、
氏
名
、
得

令
、
役
泌
を
お

入
し
、
蛸
肝
味
川
小
刀
淡

州問ん
w
i州W

品
w
j

ω
 

応
募
品
噛
漣
転
免

時
計
を
持
っ
て
い
な

い
で
町
内
に
は
附
伐

の
者
、

〆
切
及
び
送
り
先

十
月
二
十
二
日
同
か

ち
一
ニ
十
日
ま
で
に

絵
蹴
河
川
円
安
交
通
採

へ、
々
を
、
正
録
者

に
は
抽
削
減
%
よ
り

淵
脳
会
u
聞
を
送
り
ま

す
a

開問題
1

日
本
会
話
の
搾
加
工

俸
制
問
mw
交
通
事
欽
に
よ
る
死
耐
問

者
数
は
、
ど
の
伎
で
し
ょ
う
か

ィ
、
柏
制
〕
万
一
ニ
キ
人

口
、
約
二
十
万
人

ハ
、
約
ザ
九
十
三
万
人

三
約
九
十
万
人

開問題
2

教
敏
常
務
持
管
内
〈
柏
駅

也
市
、
流
山
中
市
、
品
料
補
邦
子
町
、

m
m

南
町
〉
の
帥
町
ゐ
十
一
年
州
附
め
炎
通

期
柚
慌
に
よ
る
認
綴
者
数
は
、
ど

の
絞
明
、
し
よ
う
か
。

ィ
、
九
八
九
人

へ
…
一
二
沢
人

八
、
で
。
…
一
…
九
人

広、

}
O七
八
人

開制組
3

.九

c
m放
の
い
れ
分
の

-
は
歩
行
殺
で
す
が
つ
ぎ
の
う

ち
ど
ん
な
地
合
と
緩
い
え
す
か

ィ
、
地
間
隔
附
山
叩
ロ
、
作
慈
市

ハ
、
遊
V
3
山
中
ぷ
、
作
品
略
的
中

出向闘相
4

人
は
お
、
擦
は
お
と

決
め
ら
れ
て
い
ま
寸
が
、
対
財
閥
聞

の
中
川
錦
糸
会
沙
い
て
も
FH

眠
い
場
合

は
次
の
う
む
ど
れ
で
し
上
う
か

ィ
、
治
的
聞
け
か
作
品
い
幼
A
H

ロ、

hb?A
綿
糸
が
少
な
い
場
合

ニ
、
山
間
品
川
治
の
絡
ん
日

開制期

5

歩
行
設
の
潟
齢
的
措
梢
断

で
絞
っ
て
い
る
と
思
う
の
は
ど

れ
明
、
し
よ
う
か
。

ィ
、
波
く
に
税
務
歩
均
か
あ

る
山
崎
入
行
法
、
そ
と
を
波

九
百

口
、
帥
帆
級
品
伊
滋
の
々
い
出
川
で

は
抽
出
の
取
に
波
怠
し
、

災
品
川
W

仙
波
る

ハ
、
市
川
か
災
づ
い

E
い
た
ら

品
中
お
を
も
っ
て
ん
江
め
る

か
、
浦
湖
泌
を
作
付
っ
て
緋
賦

マ
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